
第 35 回ジャパン建材フェア
ご来場・お買上げ御礼！
ご来場者  25,149 名　　総売上額  516 億円

平成 28 年 3 月 18 日・19 日、東京ビッグサイトにおい
て開催した「第 35 回ジャパン建材フェア（通算 77 回）」
に多大なるご支援・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
お蔭様をもちまして終日盛況な展示会となりました。
皆様のご来場・お買上げに心より感謝申し上げます。

開催記念のテープカット

目標達成に向けた V コール
アイカ工業株式会社の皆様

出展メーカー様代表ご挨拶
ニチハ株式会社
代表取締役社長
山中  龍夫　様

国土交通省の統計によれば、昭和
44 年から今日まで日本の住宅に投
下された資金は 900 兆円にのぼる
が、現在の住宅ストックの価値は
400 兆円、実に日本の GDP1 年分に
匹敵する 500 兆円が消えてしまっ
ている。これを是正する国の動きも
ある中で今回のジャパン建材フェア
のテーマを「永く住まう」とされた
のは意義深いことであり、時宜を得
たものと感じる。2 日間のフェア動
員数 3 万名にする意気込みで取り組
みたい、と激励をいただきました。

ジャパン建材より挨拶

代表取締役社長
小川  明範
今回は「永く住まう」を展示会テー
マとしました。出展メーカーの皆様
にも、豊かな生活、高い価値、高品
質の住生活へのニーズに応える商材
のご提案にも注力いただければと思
います。JK 情報センターによる平成
28 年度第 1 四半期の需要動向予測
によれば、ゆるやかに需要は浮揚、
西高東低で西日本の景況感が順調に
高まり、リフォーム需要は全国的に
堅調。賑々しくお祭りのように接客
してジャパン建材フェアを大成功裏
に導きたい、と決意を述べました。

開会に先立ち、
ジャパン建材若手社員による「木遣り」を披露

開会に先立ち、
ジャパン建材社員による初の「太鼓」を披露

売上・動員共に計画を上回ることができました。

『第 36 回ジャパン建材フェア』は
平成 28年8 月26 日（金）・27 日（土）に

開催を予定しております。
次回も皆様のお役に立つ展示会を

企画させていただきます。

開場式　2016 年 3 月 18 日

住まい方・暮らし方コーナー　第３弾「永く住まう」

住まい方・暮らし方コーナーでは、建築専門雑誌「建築知識
ビルダーズ」とのタイアップ企画第３弾として展示を行いま
した。当展示会のウェルカムブースでもある当コーナーは、
展示会テーマでもある「永く住まう」ことを考えて建てられ
た「高岡の家」を東京ビッグサイトに再現しました。

「高岡の家」は、第１弾・第２弾でも監修していただいた建築
家の伊礼智氏と造園家の荻野寿也氏が実際に手がけた物件で
あり、今回の展示においても両氏の監修のもとに実寸再現を
しました。

今回で 3 回目となる伊礼氏と荻野氏の監修による展示は、回
を重ねる毎に反響も多くなり、当展示を楽しみに来られる方
や、勉強になったと言われる方も多数いらっしゃるなど、好
評のお声を多くいただきました。

東京ジャパン建材会会長
株式会社シノザキ　　　　　　代表取締役社長　 篠崎  務　　様
住友林業クレスト株式会社　　代表取締役社長　 吉岡  義寛　様
ダウ化工株式会社　　　　　　代表取締役社長　 杉山  隆博　様
ニチアス株式会社　　　　　　代表取締役社長　 武井  俊之　様
ニチハ株式会社　　　　　　　代表取締役社長　 山中  龍夫　様
株式会社 LIXIL  　　　　　　  取締役  副社長執行役員
　　　　　　　　　　　　　　LIXIL ジャパンカンパニー  CEO
　　　　  　　　　　　　　　　  　　　　　　　白井  春雄　様
JKホールディングス株式会社  代表取締役社長　 青木  慶一郎
ジャパン建材株式会社　　　　代表取締役社長　 小川  明範
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平成 28 年度第 1 四半期（4 月〜 6 月）見通しJ K情報センター

●工務店様での景気動向の推移
過去 2 年間の仕事量の見通しをポイントで表したグラフ。

工務店様・販売店様による需要予測
　国土交通省が発表した平成 27 年の新設住宅着工戸数は 90.9 万戸（前年比 101.9％）、
利用関係別にみると持家 28.3 万戸（前年比 99.3％）貸家 37.9 万戸（前年比 104.6％）分
譲住宅 24.1 万戸（101.6％）となった。貸家は平成 23 年より戸数の増加が続いており堅
調に推移している半面、持家比率は低下が続いている結果（持家比率＝平成 25 年
36.2％、平成 26 年 32.0％、平成 27 年 31.2％）となった。そのような中で平成 28 年度
第 1 四半期（4 月〜 6 月）に向けての需要予測がまとまった。
　前回の需要予測調査で久しぶりにプラスポイントへの転換となったが、今回の需要予
測もプラスポイントは引き続き上昇しており工務店段階で 1.0 ポイントから 2.1 ポイント
へ、販売店段階で 2.5 ポイントから 5.3 ポイントという結果となった。
　エリア別で見ると、直前の平成 27 年度第 4 四半期ポイントからも各エリア好転となっ
ているが、前回上昇値の大きかった北関東の群馬・栃木・茨城県が減少しており、関東
エリアのみ工務店・販売店段階ともに前回のポイントより低下の推量となった。
　各種アンケートでは、今年度の新築着工数とリフォーム物件の増減を調査した。2017
年 4 月から消費税の再増税が予定されているが、新築着工数については前年並が多数を
占め微増が若干上回る程度の回答となっており、従来の増税時程の駆込み需要の発生は
予想されていない。しかしリフォーム物件については増加・微増回答が 45％を占めてお
り前年並の 40％の回答値とあわせて、リフォーム需要の取り込みに期待が持たれる。
　また日銀のマイナス金利政策導入、長期国債利回りの低下もあり住宅ローン金利の低
下が起こり始めている。住宅購入を検討している消費者にとって需要喚起に後押しとな
るのは間違いなく、好環境は整っている。
　次回の平成 28 年度第 2 四半期の需要予測は、市場にフォローとなる影響を及ぼすか要
注目である。

主要メーカー様による販売予測
　主要メーカーによる販売予測は前回の予測値から分野において数値の変化に温度差が
表れた。
　合板、木質建材は前回から増加ポイントが減少し前年並予測が増加となった一方で、
住設機器メーカーの回答予測では増加ポイ
ントが大きく伸びを示した。いずれにして
も全分野減少予測は 1 割にとどまっており、
好況感は維持されている。

リフォームの現状
　リフォーム事業における仕事量の割合、売上平均の回答も前回の調査より増加となっ
た。平成 28 年度は中古住宅流通・リフォーム市場の活性化を目的とした補助事業は充実
しており、「住宅省エネリノベーション促進事業」「長期優良住宅化リフォーム推進事業」
等で多額の予算が用意されている。
　上述の年間を通したリフォーム・リノベーション物件の増減予想からも、平成 28 年度
のリフォーム市場への増加期待と共に国策を活用した市場規模の拡大を受注につなげて
いきたい。

●工務店様での需要予測
「増加」「微増」「前年並」「微減」
「減少」の中からお選び頂き、

総回答数よりそれぞれの割合
を算出致しました。単位は、

「％」となります。

●最近の売れ筋商品
　（全国）

１位 サザナ
アライズ
ユアシス

2 位
3 位

ユニットバス

１位 N クラレス・J クラレス
フォレス系

ダイアモンドフロアー
2 位
3 位

フロアー

１位 モエン M14・W14
モエンエクセラード

エクセレージ・セラディール
2 位
3 位

外装材

１位 ハピアベイシス
ビノイエ

ベリティス
2 位
3 位

造作材

１位 ケイカルブルズボード
キッチンパネル

養生テープ
2 位
3 位

Bulls

１位 ラクエラ
クリンレディ

シエラ
2 位
3 位

キッチン

平成 28 年度　第 1 四半期
平成 27 年度　第 1 四半期

全国　回答数 2,786

調査の目的
この調査は、ジャパン建材㈱のお取引先における販売動向及び、景況判断
を把握し、今後の適切な販売指針に資することを目的として実施しました。
調査の時期と方法
この調査は平成 28 年 1 月下旬から 2 月中旬までを調査時点として、お取引
先 3000 社に面接調査を行い回収したものを一括集計したものです。
※通商株式会社、株式会社ミトモク、物林株式会社、株式会社銘林にも調
査依頼をしております。
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北海道

関東 北陸

近畿 四国 九 州

東北
全 国

甲信越 中部

中国
増加予測 前年並予測 減少予測

合板 32.9％ 56.2％ 11.0％
木質建材 45.1％ 52.4％ 2.4％
窯業・断熱 56.2％ 33.1％ 10.7％
住設機器 62.5％ 37.5％ 0.0％

北海道	 134
東　北	 338
関　東	1,000
甲信越	 218
北　陸	 51

中　部	 228
近　畿	 282
中　国	 129
四　国	 100
九　州	 301

有効回答数

ハウス・デポ・パートナーズ は
工務店と家づくりを住宅ローンと各種保険で応援します。

（2016 年３月末現在）340店

2 2016.4
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木場で創業、新木場へ移転

小川　平成 28 年度最初のトップ対談にご登
場いただきありがとうございます。さっそ
くですが、吉条木材商会様のご発祥の経緯
から今日までの歴史と、吉条社長の将来に
向けたビジョンをお聞かせいただければと
思います。宜しくお願いいたします。
　ご創業者は吉条社長のお父様である吉条
良明会長ですね。
吉条　はい。昭和 7 年に奈良県で生まれた
父が高校を卒業して上京し、昭和 26 年、江
東区木場の秋田材問屋に勤務しました。そ
こから昭和 35 年 8 月に独立し、江東区木場
3 丁目に自宅兼店を構えて個人創業しまし
た。私が子供の頃は店の前に材木が置かれ、
従業員数名が住み込みでいて、両親はいつ
も忙しく働いていた記憶があります。
小川　吉条会長が 28 歳で創業されたのです
ね。ご創業当初から木材だけでなく、建材
も扱っていらっしゃったのですか。
吉条　創業当初は、型枠材や造作材をゼネ
コンさんへの納材がメインでした。その頃
の型枠は合板ではなく、スギや道産の挽板
が使われていたそうです。
小川　ゼネコンさんと直接お取引されてい
たということですか。
吉条　はい、今と違ってゼネコンさんが資
材を調達する形でしたので、当社も直接お
取引させていただいていました。
小川　木場から新木場に移転されたのはい
つ頃ですか。
吉条　1975（昭和 50）年 4 月、ここ新木
場 3 丁目に新木場営業所を開設し、翌年 4
月に本社を移転して現在に至っています。

4 トントラックを愛車に

小川　吉条社長ご自身、いずれは家業を継
ぐお考えをお持ちでしたか。
吉条　子供の頃から店先には材木があり、
木の香りを身近に感じながら成長しました
が、具体的に家業がどういう商売なのか全く
知らずに成長し、後を継ぐ意思は全くなく、
大学は理工系に進んで卒業後はベアリング
会社に就職し、そのままサラリーマンとし
て定年を迎えるだろうと思っていました。
小川　すると、お父様から「お前は後継ぎ
だからな」といったお話は全くなかったと
いうことですか。
吉条　はい、父からそういう話は一言もあ
りませんでした。
小川　転機はいつ訪れたのですか。
吉条　前職はベアリングの超仕上加工技術
の開発で、とてもやりがいのある仕事であ
り、職場にも恵まれていました。
　特に転機というほどの大袈裟なものでは
なかったのですが、大きな組織の中で、自
分ではどうにもならないことがあることを
学びました。自分で経営すれば全ては自分
の責任で割り切れるだろうと思い、こちら
に戻ることを決めました。
小川　お父様はさぞかしお喜びになったで
しょうね。因みに吉条社長が入社された当
時の年商はどのくらいでしたか。
吉条　7 億円〜 8 億円でした。入社から 8
年くらいは配達がメインの仕事で 4 トント

ラックを愛車に現場を回りました。
小川　前職とは劇的に仕事の環境が変わっ
たことに葛藤はなかったですか。
吉条　それまでトラックの運転をしたこと
もなかったので、これで会社経営ができる
のだろうかという一抹の不安を感じること
はありましたが、現場で大工さんに叱咤激
励され、さまざまなことを学ばせていただ
きました。そのおかげで人脈形成もできた
と思います。
　同時に、現場を回ることでお客様が材木
をどのように使っていらっしゃるのかが詳
しくわかるようになり、徐々にご提案もで
きるようになりました。
　私たち流通の仕事は “ デリバリーが命 ” で
すので、自分で現場を回ることで得たもの
は大きかったと思います。
小川　コアのお客様層は、創業当初のゼネ
コンさん、吉条社長が入社された頃、さら
に現在と、大きく変わってきていますか。
吉条　ゼネコンさんは、土木工事では今も
資材を直接調達されていますが、こと建築
工事に関しては材工で下請業者が請負う形
になっていますので、私が入社した頃のお
客様は型枠工事、内装工事をされている工
務店様がメインでした。
小川　お父様は全国木材組合連合会会長を
務める業界の重鎮。やはり扱いのメインは
材木でしたか。
吉条　そうですね、父の代はいわゆる材木
店で、マンションなど非木造の型枠材と内
装材をメインに扱っていました。当時のマ
ンション内装は、間仕切りに丸太挽きの無
垢アカマツを使い、枠材用には米ツガなど
を自社で製材して納品していました。
小川　基本的に普及品ではなく、自社で製
材された造作材を扱っていらっしゃったの
ですね。

適材適所の合板活用をご提案

吉条　実は、製材機が古くなっていたので
入れ替えを検討していたときに新しい木工
機械を見に行きました。ところが、私が前
職で手掛けていたベアリング工作機械の場
合± 0.1 ミクロンの精度が要求される世界、
木工機械は精度 1 ミリ、その違いに衝撃を
受け、改めて合板は画期的で優れた商材だ
と思いました。
小川　そう言っていただくと、「合板は米の
飯」という意識で取り組んでいる私たちと
しては非常に嬉しいです。
吉条　そういうこともあって私が経営を引
き継いだ時点で、合板の扱いに大きく舵を
切り、ジャパン建材新木場営業所さんに加
えて合板部さんとのお付合いも始まった頃
からクロス下地用の普通合板なども扱うよ
うになりました。
小川　軸足を木材・製材品から合板へ移さ
れたのはいつ頃ですか。
　8 年くらい前からです。合板工場では型枠
用合板以外のものも製造されているのに当
社で扱うものを型枠用合板に絞ることはな
いのではないかと、品揃えを拡げてきまし
た。無垢材は、どんなに巧く挽いても木材
ごとの性質が製品の個性になって現れます。
その点、合板はエンジニアード・ウッドな
らではの精度・強度が安定しているもので

すから、これからも積極的に扱っていきた
いと思います。
小川　吉条木材商会様の年商に変化が現れ
たのは、合板に軸足を移されてからですか。
吉条　合板に力を入れはじめて直後の 2010

（平成 22）年の時点で年商 10 億円。当社
は売上至上主義ではないですが、2014 年
に 20 億円を超え、前年度実績が 26.7 億円、
今年は 30 億円を超える予定です。
小川　目覚しい成長を遂げていらっしゃい
ますね。その背景にはお客様が増えている
ことや、商材を増やしていらっしゃること
もあると思いますが、いかがでしょうか。
吉条　今のお客様の主軸は型枠大工さんで
全体の 4 割〜 5 割、内装大工さんが 2 割〜
3 割。加えて、扱い商品の種類とともに在庫
を増やしています。やはり、売れる時に売
る物がないというのが一番口惜しいですか
らね。
　常時 500 種ほどの商品を在庫することに
よって新木場という場所柄から引き取りに
来ていただけるお客様も増えています。倉
庫は以前の倍の広さを確保していますので、
当社の倉庫を自社倉庫代わりに使っていた
だいている方もいらっしゃいます。
小川　今までもお取引のあった工務店様の
ボリュームが増え、同時に同業者からの引
き合いも増えているということですね。
吉条　売れる量を買って在庫を最小限に抑
えるというのも一つのスタンスですが、ボ
リュームがメリットにつながることもあり
ます。また、当社に来ていただいているお
客様は、どこのメーカーのこれが欲しいと
いうご要望よりも、こういう場所に使える
合板はないかといった使用用途の話が先に
ありますので、求められる価格や使用目的
に応じて当社の在庫を適材適所に使ってい
ただくご提案をしています。
小川　在庫機能が大きいということですね。
吉条　今、型枠工事そのものが減少してき
ていまして、ここ数か月は型枠工事の人手
は余っているくらいです。
小川　私のイメージでは職人さん不足とば
かり思っていましたので、今のお話を聞い
て正直驚きました。
吉条　現場が少ないのもありますが、職人
さん不足により工事費が急騰し、型枠工事
を極力少なくする工法の採用が増加したの
も原因だと思います。ただ、オリンピック
関係の仕事が動き始めたら、仕事をこなし
きれなくなると思いますね。
小川　オリンピック関連の仕事に関してい
えば、ムラが起きているということですね。

ポスト東京オリンピックを見据えて

小川　今こうして右肩上がりで業績向上を
続けていらっしゃって絶好調だと思います
が、2020 東京オリンピック・パラリンピッ
ク後の先をどうご覧になっていますか。
吉条　売上的には今の仕事の延長線上でこ
れだというものがあれば安泰でしょうが、
その見極めが難しいところです。また量的
に仕事が減っていくことは、仕方のないこ
とだと思います。
　一方で、持続可能な合法木材を活用した
認証材としての合板や木材への取組みが、
今までは全く商売にはつながりませんでし

た。認証材を扱っている業者としての認定
は取得したけれど、その証明書を実際の商
売に使うことがない状況でした。それがこ
こへきて、東京オリンピック施設建設と連
動して必要不可欠なものになっていくので
はないかと思います。そこを見越した取組
みとして、当社では認証材型枠用合板を扱
い始めています。
小川　国産材活用のシンボルともいえる国
産針葉樹塗装合板についてはいかがですか。
吉条　まず価格の優位性から使われるよう
になってきましたので、これから徐々に広
がっていくだろうと思います。
　お客様の使い勝手を考えながら、地球規
模での環境保護の取組みにも配慮しながら、
適材適所の活用方法をご提案し、新しい商
材の普及にも努めたいと思います。
小川　結局のところ、私たち流通を担う者
の使命は、施主の皆さんが求める建築物が
確実に完成できるように資材を供給してい
くことがゴールですからね。
吉条　お客様からご相談があったときには、
的確なアドバイスができる吉条木材商会で
あることを目指していきたいと思います。
小川　吉条さんに行けば何でも揃っている、
“ 合板のプロ ” として適切なアドバイスもも
らえるといったことを重要な機能とし、大
きな強みとされるということですね。
吉条　この商品は、「こういう場所にこんな
使い方ができます」というアドバイスをお
客様一人ひとりにお伝えしてリピーターを
増やしていきたいと思います。

小川　私たち問屋も、売る側の理論ではな
く、商品を求める方々が何を欲しているか
をつかみ、買っていただく側の立場に立っ
て考え、販売していく商売にシフトしてい
かなければならないと考えています。今後
生き残るためのポイントは、ここにあり、
ですね。
　私たちも取り扱い商材の幅をさらに広げ
るために異業種ルートとの交流を深め、住
宅だけでなく非住宅分野への取組みをさら
に活発化させます。また、JK サポートセン
ターによる家歴管理システムを活用したリ
フォーム受注支援や、水廻り工事の材工受
注を可能にする JK エンジニアリング課によ
るお客様へのバックアップ体制なども積極
的に進めていきたいと思います。私たちジャ
パン建材は、また新たな思いでさまざまな
取組みに果敢にチャレンジして参ります。
これからも皆様にとりまして共に歩んでい
くべき「良きパートナー」を目指して精進
して参りますので、忌憚のないご意見・ご
要望をお聞かせいただければと存じます。
　本日は “ 合板のプロ ” という視点から貴重
なお話を聞かせていただきましてありがと
うございました。

新木場より環境にやさしい木材、合板をお届けしています。

トップ
対談

【会社概要】（平成 27 年 5 月 31 日）
創　　業　1960（昭和 35）年
会社設立　1973（昭和 48）年
本　　社　東京都江東区新木場 3 丁目 7 番 4 号
資 本 金　3,000 万円
年　　商　26 億 7,000 万円
従業員数　15 名

代表取締役社長

吉条  正明  様
きちじょう　まさあき

【プロフィール】
1963（昭和 38）年　東京都に生まれる
1988（昭和 63）年　武蔵工業大学工学部卒業
　　　　　　　　 　 日本精工株式会社に入社
1994（平成   6 ）年　株式会社吉条木材商会に入社
2002（平成 14）年　専務取締役に就任
2013（平成 25）年　代表取締役社長に就任

株式会社  吉条木材商会

創業者は現社長の実父・吉条良明氏。1973（昭
和 48）年、吉条木材商会を改組して株式会社
吉条木材商会とし、良明氏が初代社長に就任。
2013（平成 25）年、良明氏が代表取締役会長に、
正明氏が代表取締役社長に就任、現在に至る。



ポイント①
若年・子育て世帯や高齢者が
安心して暮らすことができる住生活の実現

◦�三世代同居・近居等を促進し、子供を産み育てた
いという思いを実現できる環境を整備。

◦�空き家を含めた民間賃貸住宅を活用して住宅セー
フティネット機能を強化。

◦�高齢者の身体機能や認知機能に応じ、ソフトサー
ビスとも連携した、新たな高齢者向け住宅のガイ
ドラインを策定。

ポイント②
既存住宅の流通と空き家の利活用を促進し、
住宅ストック活用型市場への転換を加速

◦�既存住宅の質の向上と併せ、住みたい・買いたい
と思う魅力の向上を図る。

◦�既存住宅が流通し、資産として次の世代に承継さ
れていく新たな流れを創出。

◦�老朽化・空き家化が進むマンションの建替え・改
修等を促進［マンションの建替え等の件数（S50 年
からの累計）を約 500 件に – 約２万戸の建替え等 –］

◦�空き家の増加を約 100 万戸抑制。既存住宅の流通
促進等により空き家の増加を抑制。

ポイント③
住生活を支え、強い経済を実現する担い手
としての住生活産業を活性化

◦木造住宅の供給促進や生産体制整備
　（担い手の確保・育成、技術開発）
◦住宅ストックビジネスの活性化
　（既存住宅流通・リフォーム市場を 20 兆円市場に）
◦ IoT 住宅などの住生活関連ビジネスの新市場を創出

平成 28 年 3 月 18 日に、今後 10 年の住宅政策の指針として、新たな「住生活基本計画（全国計画）」
が閣議決定されました。当計画は、平成 18 年 6 月に制定された「住生活基本法」に基づいて
策定され、5 年前に策定された前計画の見直しが行われたかたちとなります。当計画には、住
生活をめぐる現状と今後 10 年の課題、それらに対応するための施策が網羅されています。また、
国土交通省により、計画のポイントが 3 つにまとめられていますのでご紹介します。

今後 10 年の課題を踏まえた施策「新たな住生活基本計画」が公表されました！　国土交通省住宅局

住生活基本法　　　　　　　 平成 18 年６月制定

住生活基本計画（全国計画）　平成 18 年 9 月策定　【計画期間】平成 18 年度〜 27 年度

　　　　　　　　　　　　　　平成 23 年 3 月策定　【計画期間】平成 23 年度〜 32 年度

　　　　　　　　　　　　　　平成 28 年 3 月策定　【計画期間】平成 28 年度〜 37 年度

国土交通省が公表した
「新たな住生活基本計画」のポイント

※おおむね５年毎に見直し

4 2016.4

住生活をめぐる現状と今後 10 年の課題
今回定められた計画において、次の 6 つが課題として挙げられている。

　（1）�少子高齢化・人口減少の急速な進展。大都市圏における後期高齢者の急増【高齢化問題】
　（2）世帯数の減少により空き家がさらに増加【空き家問題】
　（3）地域のコミュニティが希薄化しているなど居住環境の質が低下
　（4）  少子高齢化と人口減少が、1）高齢化問題 2）空き家問題 3）地域コミュニティを支える力の低
　　　下といった住宅政策上の諸問題の根本的な要因【少子化問題】
　（5）�リフォーム・既存住宅流通等の住宅ストック活用型市場への転換の遅れ
　（6）マンションの老朽化・空き家の増加により、防災・治安・衛生面等での課題が顕在化するおそれ【マ
　　　ンション問題】

施策の基本的な方針
本計画では、住宅政策の方向性を国民にわかりやすく示すことを基本的な方針とする。そのため、「住
生活をめぐる現状と今後 10 年の課題」に対応するための政策を、多様な視点に立って示し、それらの
政策を総合的に実施する。

　「居住者からの視点」
　目標１　結婚・出産を希望する若年世帯・子育て世代が安心して暮らせる住生活の実現
　目標２　高齢者が自立して暮らすことができる住生活の実現
　目標３　住宅の確保に特に配慮を要する者の居住の安定の確保

　「住宅ストックからの視点」
　目標４　住宅すごろくを超える新たな住宅循環システムの構築
　目標５　建替えやリフォームによる安全で質の高い住宅ストックへの更新
　目標６　急増する空き家の活用・除去の推進

　「産業・地域からの視点」
　目標７　強い経済の実現に貢献する住生活産業の成長
　目標８　住宅地の魅力の維持・向上



〜ジャパン建材自社の CAD 作成部隊によるプレカット・足場・建て方までを包括的にご提案〜

在来軸組のワンストップサービス
ワンストップサービス　ご利用の流れ

第 35 回ジャパン建築材フェアで
実演展示しました。

「ＴＢ上棟システム」の実演展示を行い、たく
さんの来場者にご体感いただきました。

4 面メッシュシートで覆われ
た先行足場の中で工事を進め
ます。
プレカット搬入手配、荷受け、
足場、建て方、クレーンを一
括でサポートするので、悪天
候による上棟延期でも手配変
更に手間がかかりません。
※現在の対応エリアは
　岩手県から愛知県近辺。

こんなお悩み、ありませんか？
　「見積りに時間がかかる」
　「短納期や加工内容が複雑でいつもの工場に対応してもらえない」
　「狭小地の現場で、上棟時に足場が組めない。クレーンも置けず、  手起こしになりそう」
　「事故は困る…法令順守の安全で安心な上棟はないだろうか？」
　「事故が起きてしまったら…賠償責任・行政責任・刑事責任…どうしよう…」
　　　　　　　⬇
そんな時はジャパン建材にお任せください !!

◇�意匠図を元に自社の CAD 部隊が、プレカット図を作成します。
◇�作成したプレカット図を元に積算し、見積りを作成します。
◇エリアや加工内容に合わせたプレカット工場を選定します。
◇�窓口がジャパン建材なのでプレカット工場に依らずに一本化できます。
◇�金物の積算・アッセンブルをして現場にお届けや、スパンを飛ばすため

の相談、制震ダンパー、門型フレームなどトータルにご提案します。
　※ N 値計算は有料

POINT 2 社内のプレカット図作成部隊による対応

◇�ジャパン建材木材部プレカット課と営業所の連携による、現場に則した
きめ細かい【在来軸組のワンストップサービス】によるご提案でお応え
します。

POINT 1 プレカット専任担当によるきめ細かい対応

POINT 3
新しい上棟工法『TB 上棟システム 21』利用のメリット
　◇元請会社の事故発生のリスクを軽減。
　　安全・安心・近隣配慮・CS をサポートします。
　◇職人不足への対応。　
　◇事故発生後のリスクを軽減。
　　東京 BK の「TB 上棟損害保険」でスピーディに事故対応します。
　　※�新しい上棟工法『TB 上棟システム 21』は、上棟工事の一括発注・安

全管理責任付商取引契約のため、万一の上棟工事での損害賠償を補償。

高品質・安全・安心の新しい上棟工法

各地で開催する 平成 28 年度上期ジャパン建材フェア日程
展示会名 開催日 開催場所 参加営業所

第 16 回鹿児島・宮崎ジャパン建材フェア 5 月 14 日（土） オロシティセント　ロメッセ 鹿児島・宮崎
第 13 回北九州・山口 JK フェア 5 月 21 日（土） 西日本総合展示場　本館 北九州・山口・大分
第 18 回宇都宮ジャパン建材フェア 6 月   3 日（金） マロニエプラザ 宇都宮西・宇都宮東・鹿沼・宇都宮資材
第 24 回姫路ジャパン建材フェア 6 月   3 日（金）〜   4  日（土） NICOPA 姫路みなとドーム 姫路・神戸・京都西
東北ジャパン建材フェア 2016 6 月   4 日（土） 夢メッセ 東北営業部・仙台資材・盛岡資材
第 18 回長崎ジャパン建材フェア 6 月 11 日（土） 長崎営業所倉庫内 長崎

第 18 回名古屋ジャパン建材フェア 6 月 11 日（土） ポートメッセなごや 名古屋、岐阜、三河、三重、浜松、
中部エンジニアリング課

第 31 回高崎ジャパン建材フェア 6 月 17 日（金） ニューサンピア 高崎東・高崎西・熊谷・前橋
第   4  回中国ジャパン建材フェア 6 月 25 日（土） くにびきメッセ 中国営業部・中国エンジニアリング課
第 12 回青森ジャパン建材フェア 7 月   9  日（土） 青森産業会館 青森・八戸
第 18 回函館ジャパン建材フェア 7 月   9  日（土） 函館総合卸センター 函館
第 36 回ジャパン建材フェア 8 月 26 日（金）〜 27 日（土） 東京ビッグサイト 全営業所

［講師プロフィール］
1975 年 11 月生まれ。明治学院大学社会学部卒。
平成 10 年に社会福祉に従事してからの 18 年間で、無数の失敗と多くの大
失敗を積み重ねてきました。現場時代に味わった集団離職、事務長になって
からの介護報酬請求ミス、起業時のデイ＋夜間介護という混合介護に対す
る自治体からの言われなき指導、フランチャイズ化したことによる介護品
質のバラつきが発生しメディアにバッシングされレピュテーションが低下、
大手資本にグループインから超短期間での資本提携解消など、失敗を数え
上げればキリがありません。通常ではあまり経験できないことを経験してき
た私だからこそお伝えできることをお話しさせていただきたいと思います。

詳細は営業所担当者までお問合せください。

お問い合わせ
ジャパン建材株式会社 木材部 プレカット課

TEL:03-5534-3718  FAX:03-5534-3868
E-mail:mokpre@jkenzai.com

❶ CAD・積算 ❷発注 ❸打ち合わせ

❹ 現地調査
（トラックサイズ）

❺   搬入・足場・建て方

➡ ➡

➡ ➡

プレカット図作成から、現地調査、上棟まで、ジャパン建材がワ
ンストップで対応します。
新しい足場システムの同時提案で安全で品質の高い建て方も支援。

社 内 の 専 任 担 当 が CAD
図を作成します。

工務店様と担当者が
打ち合わせをします。

構造材の搬入トラックが通
れるかどうかを確認します。

第 35 回ジャパン建築材フェアでの実演展示。
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◦詳細は担当営業所にお問合せください。
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設置場所が限られるお住まいでも、
より柔軟機器をレイアウトできるようになりました。

省エネ性に優れた給湯暖房

システム「ECO ONE」の

コンパクトモデルが新登場 !!



 イチ押しイチ押し
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〒 136-8405　東京都江東区新木場 1-7-22
TEL:03-5534-3711（代）　FAX:03-5534-3855（代）
URL:http://www.jkenzai.co.jp

ジャパン建材株式会社  JK 情報センター
JK お客様
センター 土曜日・日曜日・祝日・年末年始・夏季休暇は、受付を休ませていただきます。

お聞かせ下さい。お客様の声！
企画
発行
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合板
天気図
合板
天気図

ジャパン建材　合板部

部長  畑野  昌俊晴れ

新設住宅着工数
2016 年 1 月度の新設住宅着工数は 67,815 戸（前年同月比
100.2％）と前月の減少から増加へ転じた。その内、木造住宅は
37,516 戸で同じく前月の減少から増加へ転じた。季節調整済年
率換算値は 873 千戸で前月比 1.5％の増加。利用関係別では持
家が 20,264 戸（前年同月比 99.9％）で微減も 2 カ月連続の減
少、貸家は 28,288 戸（同比 105.3％）で 3 カ月連続増加、分譲
は 18,903 戸（同比 94.3％）で 2 カ月連続の減少。分譲はマンショ
ンが前年同月比 80.8％と 5 カ月連続減少も戸建分譲は 108.9％
で 3 カ月連続増加している。

国内合板
国内針葉樹合板の 2016 年 1 月度生産量は 22.5 万㎥、出荷量が
23.8 万㎥と発表された。在荷量は 11.4 万㎥まで減少した。
今回から構造用針葉樹合板の生産量・出荷量が発表され、構造用・
非構造用針葉樹合板の数値が明確化された。
構造用針葉樹は生産量 21.4 万㎥（全生産量比 95.5％）、出荷量
22.6 万㎥（同比 94.4％）、在荷量 10.2 万㎥（同比 90.1％）となっ
ている。構造用の在荷水準は出荷量比 0.45 カ月と依然として低
水準にあり、消費増税前の本年の着工数予測を考慮すると今後
欠品・納期遅延は避けられないと考えられる。流通としては通
常よりも多めの在庫を持つなどの対応策を講じておくことが必
要と考える。

輸入合板
輸入合板は入荷量が減少しているものの需要も今一つ盛り上が
りに欠けており弱含みの相場状況となっている。そのような中、
現地大手シッパーが対日向け出荷削減、4 月一杯新規受注停止、
その後値上げを正式に打ち出した。首都圏港湾倉庫の在庫も減
少していることと今後の入荷量も減少傾向にあることもあり、
今後の相場展開は大きく変わってくることが予想される。

代表取締役副社長

金子  智昭

専務取締役
営業本部  副本部長
資材グループ長

小柳  龍雄

常務執行役員
首都圏グループ長

伊藤  英樹

常務執行役員
東日本グループ長

峯下  英樹

常務執行役員
推進グループ長
住設部長

林   弘之

執行役員
西日本グループ長
西日本推進部長

増田  典宣

首都圏第一営業部長  兼
部内合板担当  兼
東京北営業所長

富澤  勝雄

北海道営業部長  兼
部内合板担当

西島  圭一

中国営業部長  兼 
部内合板担当

飯島   健

四国営業部長  兼
部内合板担当  兼
松山営業所長

福岡  正和

　4 月 1 日付けにて専務取締役営業本部副本部長資材

グループ長を拝命致しました小柳でございます。

　住宅業界の環境変化が激しいこの時期に大変な重責

を賜りまして、その重大さを痛感しておるところでご

ざいます。今後は資材グループのみならず大きな視点

で理想の組織を目指し、皆様が志を高くもって働くこ

とのできる職場環境作りと、妥協しない業績向上への

仕組作りを徹底的に行っていく所存です。

　この度の就任に対し資材グループ及び社内外の皆様

に大変なご尽力を賜りましたことを改めて感謝すると

共に、今後も今まで以上のご指導ご鞭撻を賜りますよ

うお願い申し上げます。

　4月1日付けにて代表取締役副社長に就任致しましたこと、大

変身の引き締まる思いと共に責任の重さを痛感しております。

　我々の業界は異業種やネット業界の参入など、変化するス

ピードは速くそれに対応する術が急務と考えております。

　また、本年は電力の自由化から始まり、国策に於いては

ZEH の普及促進が求められ本格的に量から質の時代に変化致

します。3 年後を見据え、JK エンジ施工体制の強化とその機

能を活用した新たな事業領域の拡大、各部内にて工事機能を

推進し、リノベーション分野の売上拡大、非住宅分野の木構

造事業を強化したいと考えます。

　来年度 80 周年、そして 85 周年に向けて邁進いたしますの

で今後とも、皆様のご指導ご鞭撻を宜しくお願い致します。

ジャパン建材  新役員、新部長  就任ご挨拶（平成 28 年 4 月 1 日付）


